
令和５年度 学校図書館活用実践報告 

新潟市立笹口小学校 

１ 指導の重点 

・一人一人が読書を楽しんだり，調べ学習をしたりするために，進んで図書館を利用する。 

・読書や読み聞かせを通して交流したり，感動体験をしたりすることで，豊かな心情を養う。 

・学習・情報センターとしての図書館の役割を知り，図書資料（情報）を活用しながら積極的に知識や視野

を広げる。 

 

２ 今年度の取り組み 

(１) 読書センターとして 

○図書委員会の活動 

・図書委員おすすめの本 

図書委員が作成したおすすめの本の紹介文，ポスターを図書館に掲示した。

おすすめの本として選ばれた本を多くの目に触れる場所に展示し，興味をもっ

た児童が借りやすいようにした。借りる本に迷った児童の助けになり，このコ

ーナーから借りていく児童が多かった。 

・読み聞かせ・新刊紹介(放送) 

 給食の時間にテレビ放送で絵本の読み聞かせを行ったり，新刊の内容を紹介

したりした。読み聞かせや新刊紹介で放送された本を借りに来る児童が多く，

予約をして待ってもらうほどだった。 

・図書委員体験会 

 図書館のこと，図書委員会の仕事内容等をもっと知ってもらいたいと 

いう思いから，体験会を行った。カウンターで本のバーコードをスキャ 

ンしたり，返却された本を棚に戻したりする活動を行った。体験した児 

童からは「楽しかった。」「高学年になったら図書委員になりたい。」とい 

う感想があり，より図書館に親しみをもってもらえる機会になった。 

 

○読書旬間 

図書館への来館が増え，貸し出しが増えるような取組の工夫を行った。 

・読書郵便 

 はがきに宛名とその人におすすめの本の紹介を書き，図書館にあるポス

トに投函すると，相手に届くという内容で行った。読書郵便を書きたくて

読書をしたり，図書館に来館したりする児童が多かった。 

・くじ引き 

 日常の取り組みとして，貸し出しカードにスタンプが貯まると，サイコロを投げ，その出目によって

「借りられる冊数プラス券」やしおり等がもらえる取り組みを行った。読書旬間中はそれに加え，くじ引

きを実施した。普段よりプラス券等がもらいやすくなり，1人あたりの貸し出し冊数が増えた。 

 ・教職員のおすすめの本 

   教職員のおすすめする本と紹介文を展示した。興味をもって紹介文を

読んだり，本を借りていったりする児童が多かった。 



○１，２年生読み聞かせ 

毎週水曜日の朝学習の時間に，保護者や新潟こども保育カレッジのボランティアの方から読み聞かせを行っ

てもらった。１，２年生の児童は水曜日を毎週楽しみにしており，多くの本に触れるきっかけとなった。 

 

(２) 学習センター・情報センターとして 

○学年別おすすめの本 

それぞれの学年の学習内容に合わせたおすすめの本を，1，2年生はそれぞれ 25

冊，3，4年生は 20冊，5，6年生はそれぞれ 15冊選び，学年別おすすめの本コー

ナーとしてまとめて配列している。おすすめの本の題名一覧を貸し出しカードの裏

面にも載せてあり，全て借りて読んだ人には賞状を授与している。また，おすすめ

の本の中で面白かった１冊についての感想を書いてもらい，廊下に掲示している。 

 

○百科事典の使い方 

 ４年生国語「百科事典での調べ方」の授業を図書館にて司書と担任の TTで

行った。児童は，百科事典で調べるときのポイントを学び，ワークシートに

従って夢中になって言葉を調べていた。図鑑，年鑑，白書，新聞など様々な

資料があることも知り，調べたいことに合わせて，適切な資料を選ぶ必要が

あることを学んだ。 

 

○成果物の掲示 

 ４年生国語「伝統工芸のよさを伝えよう」の学習で，児童がそれぞれ興味を持った伝統工芸品について調

べ，作成したリーフレットを図書館に掲示した。 

 

〇中学校区連携の取り組み 

それぞれの学校の実態について情報共有する中で，東新潟中

学校区の学校では，「情報の取り扱い方」に課題があることが

分かった。例えば，調べたことをまとめる学習の際に，図書や

インターネットから文章をそのままコピーしてくる，自分の考

えと他者の主張の区別がつかない文章を書いているなどといっ

た事例である。そこで，著作権や情報モラルを守る意識を育成

する活動を小中で連携して取り組むことにした。 

 

・情報教育に関する掲示物の作成 

 著作権や情報モラルに関する掲示物を中学校区の学校で

連携して作成し，図書館に掲示した。各学級(３年生以上)

にも掲示し，国語の授業を中心に適宜活用できるようにし

た。 

 

・出典カードを活用した調べ学習 

 児童が調べたことをまとめる際，引用した図書やサイトを東新潟中学校区共通の「出典カード」に書い

て成果物に貼り付けるように指導を行った。タブレットでまとめることが多いため，ロイロノート用と，

紙媒体でまとめる場合にも使えるように，紙の出典カードも作成した。 



出典カードを活用した授業 

学年・教科・単元 ４年生 国語 もしものときにそなえよう 

（社会 自然災害にそなえるまちづくり とリンクして実施） 

ねらい 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表

し方を工夫することができる。 

指導計画 全１２時間 

第１次 社会 自然災害にそなえるまちづくり（自然災害の種類，県や

市の対応・取組，地域・家庭の対応・取組，自分にできることを考える） 

第２次 国語 もしもの時にそなえよう（社会の学習で調べたことを

基に，自然災害にそなえることについて，自分の考えを理由や事例を明

確にして説明文に表す） 

授業の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットを使って情報収集をし，説明文を作成した。最後に出典

カードを添付した。「作った人」「URL」が分からないときは，どんな言

葉で検索したのかを書くようにした。 

 



３ 今年度の実践を振り返って 

 ・図書委員会の活動や，読書旬間等，児童に「この本を読んでみたい」「図書館に行きたい」と思ってもらえ

るような活動を行うことができた。 

・著作権，情報モラルについてのポスターと，出典カードを活用することで，児童も職員も調べ学習をする

ときに「出典を明記すること」や「信頼できるサイトの情報を使うこと」など情報モラルへの意識が高ま

った。 

 ・今までレファレンスの記録だったものを今年度は，学校図書館年間指導計画として学年ごとに作成した。

来年度は学級担任と司書で，学校図書館年間指導計画を確認しながら，より様々な単元で図書資料を活用

できるようにしたい。 

 ・今年度，「学習センター」「情報センター」の役割を意識して，新たな取り組みを行うことができた。今後

も学校図書館として，学習の幅を広げたり，情報スキルを学んだりできる場となるような取り組みを考

え，実践していきたい。 


